
今年は賑やかに例会や事業が行われています。
写真部も活躍でき、JC活動を報告できること、
副専務としても写真部部員としてもとてもうれ
しく思います。2022年度後半戦もしっかりお伝
えしていきますので、最後の12月号もどうぞお
楽しみに！ 調布JC
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お顔のコリをほぐして
健康になりましょう！
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たのしいに、一所懸命。
おとなが真剣にあそぶサークルです。

おとなが本気であそぶと、
かっこいい。

日頃より公益社団法人調布青年会議所の運動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。

前回発行のあすの調布から4ヶ月が過ぎ、この6、7、8月で多くの事業や例会を行いまし

た。6月第一例会では調布市立第一小学校にてわんぱく相撲調布場所、第二例会とし

てスーツの着こなしを学ぶ対内事業、そして調布駅前広場にて調布市長選挙立候補予

定者公開討論会を開催致しました。7月には拡大委員会が担当して子供達が職業体験

の出来る例会を、8月にはまち委員会による市民同士の交流と地域愛をテーマにした例

会を、どちらも調布駅前広場にて開催を致しました。7月、8月例会のどちらも炎天下での

開催でしたが、委員長を中心に担当委員会がその気温よりも熱く事業に向き合い、多く

の方にご参加を頂ける例会となりました。

2022年度も折り返しを過ぎ、残り4ヶ月となりました。昨年の今くらいの時期、自分自身が

どういう理事長像を目指していたか、理事長としてどういう調布青年会議所にしたいと

思っていたのか、折り返しを過ぎた今だから、今一度その思い描いていた状態と現状に

目を向け、気を引き締めて取り組んで参ります。引き続き、どうぞよろしくお願い致します。

第五十二代理事長　粕谷洋亮

「あすの調布9」
公益社団法人調布青年会議所2022年度広報誌

（2022年度副専務理事 小田金友美）



今年は3年ぶりとなる第36回わんぱく相撲調布場所を6月5日（日）に第一小学校の校庭にて無事開催することが出来ました。当

日は173名のわんぱく力士が参加してくれました。開会式前には特別企画として調布中和太鼓部の一糸乱れぬ迫力ある演奏が

第一小学校の校庭に響き渡り、取組前のわんぱく力士たちを鼓舞すると同時に、伝統ある和の文化を楽しんで頂きました。

また、特別ゲストとして武隈親方（元大関・豪栄道）をお招きしての撮影会、また表彰式ではトロフィーの授与を行って頂きました。

親方の姿が見えるや否やサインを求める親子が駆け寄ってきます。お昼休みの撮影会ではすぐさま長蛇の列が作られ、現役当時

と変わらぬ人気ぶりでした。

決勝トーナメントは予選とは一味違った本気の取り組みです。保護者の応援の声にも力が入っています。相撲の勝負は体格差だ

けでは決まりませんし、相撲クラブに通っている子が優勝するとは限りません。勝負は一瞬かもしれませんが、負けた事が悔しくて

涙を流す子や腰を上げることが出来ない子はもちろんいますし、自分の子どもが負けてしまい呆然と立ち尽くすお母さんもいます。

１つ１つの取組にストーリーがあります。子どもたちに貴重な体験の機会を提供する事が出来るのは青年会議所活動における最高

の喜びです。こういった価値のある事業を継続していくために、多くのみなさまの更なるご理解とご支援を賜りますようお願い申し

上げます。
明日にきらめけ！青少年委員会　委員長　澤井慧

月第一例会「第36回わんぱく相撲 調布場所」
調布市長選挙立候補予定者公開討論会は、諸先輩方が脈 と々引き継いでこられた調布JCの伝統ある事業です。

今回、実行委員長へは自らの意思で立候補させていただきました。卒業が近くなり事業構築をする機会が少なくなってきたこと、

調布というまちを広く学ぶ機会になること、調布JCの伝統事業を次につなげることがその理由です。

準備段階では、実行委員会メンバーが主体的に自分の役割を全うしてくれたことで、スムーズに事業構築が出来ました。メンバー

の協力体制と主体者意識に感謝いたします。

当日は梅雨の晴れ間で天気の心配もなく、多くの市民の方に立候補予定者の生の声を届けることが出来ました。現地視聴して頂

いた市民からたくさんのお褒めの言葉や感謝の言葉をもらい事業の成功を実感しました。

今回の事業の目玉は、質問を市民から公募することでした。最初はどれだけ集まるのか不安でしたが、様 な々年代から46問の質

問を集めることが出来、安堵しました。そして、市民が考えている疑問や不安を学ぶことが出来たことはとても貴重な経験でした。

繰り返しとなりますが、本事業はこれまで先輩方が引き継いできてくれた素晴らしい事業です。市民から必要とされている本事業が、

これからも調布青年会議所で引き継がれていくことを願っております。 公開討論会実行委員会　実行委員長　長谷公人

「調布市長選挙立候補予定者公開討論会」

公益社団法人日本青年会議所関東地区東京ブロック協議会ブロック大会運営委員会の委員長として出向しております山城で

す。

2022年6月19日第51回東京ブロック大会武蔵野大会が三鷹駅北口で行われました。３年ぶりの対面での開催となり、天候にも

恵まれて多くの都民の方 に々ご参加していただけました。昨年の11月頃からブロック大会に向けての準備を始め、多くの方のご協

力をいただきました。また、調布青年会議所からも多くのメンバーに出向していただきました。東京ブロック協議会最大の運動発

進の場として、「人とのつながりの格差」を埋めるイノベーションを起こす大会とすべく、全力で取り組みました。今まで経験したこと

のないスケールでの運動となり、大会を通じて大きな成長を機会をいただけたことに感謝しております。

第49回東京ブロック大会調布大会は残念ながら中止となりました。またいつか、調布での開催となった時に、この経験を活かして

いきたいと思っております。 ブロック大会運営委員会　委員長　山城拓也

「第51回東京ブロック大会武蔵野大会」



6月29日(水)に6月第二例会を行いました。日頃から多くの人が着ることが多い『スーツ』の着こなし方や、ケア方法など基

礎知識を改めて知り個性を輝かせ魅力的な組織を育む例会を行いました。

約2万着ものフィッティングを行った実績を持つフィッターの渡井英樹氏を講師としてお呼びし、スーツの着こなし方やノウ

ハウを教えていただきました。例会後半では学んだことが身についたか格付けクイズと題し2択クイズを行いました。

この例会を通してさらにスーツ姿が輝く魅力的な組織に繋がったと思います。ご参加いただきました皆様、ご協力いただき

ました皆様ありがとうございました。 はじめの一歩指導力委員会　委員長　鈴木優児

7月30日に調布駅前広場にてキッズ学び場～調布おしごと体験～を開催致しました。

本事業は子供たちが職業体験を通して職業に関する知識・関心を高める目的とし将来の夢、なりたい職業のきっかけを作る

事業を行いました。

当日は、調布市内の企業様、団体様、調布青年会議所メンバーにもご協力いただきまして9つの職業体験のブースを用意し

1300人を超える来場数、たくさんの子供達が楽しく学びながら、お仕事の楽しさ、大切さ、家族との思い出作りになりました。

コロナ禍、炎天下の開催でしたが笑顔が溢れる1日となりました。ありがとうございました。

「サマーコンファレンス2022」
「しくみの数だけ、幸せがある」というテーマのもと、

幸せを生み出す装置の大見本市と銘打ち、2022

年度のサマーコンファレンスが横浜で開催されまし

た。各界を代表する著名な有識者を招いたさまざま

なフォーラムやセミナーが用意され、実際に参加、

視聴したメンバーにとって大変大きな学びになりま

した。　　　　　　　   副専務理事　小田金友美

月第二例会 月例会「キッズ学び場~調布おしごと体験~」

一番・投手拡大委員会　委員長　山田亮平  

「スーツの着こなしあってます?
　　　　  ビシッとキメろ!!格付けチェック」



「郷土愛を育む事業」というテーマで、委員会では幾度も意見を交わし、まちと向き合った結果、調布に縁のある方 同々士の交流

を促すことで、このまちへの愛着を育んでもらうことを目的とし、本事業【CHOFU Has No Borders! ～調布のみんな、ひとつにな

ろうよ～】を開催するに至りました。

子どもから大人まで、ハンディの有無や地域の垣根を超え、普段の生活では出逢うことはないであろう新しいまちの仲間たちと知

り合い、互いの情熱や夢、笑顔や歓声を交わし合い、当日ご参加いただいた多くの調布人たちの愛溢れる一日となりました。

私たち調布青年会議所がこのまちに存在することで、誰かのためになるということ、このまちが煌めくきっかけとなること、そして、本

気で向き合った熱量の分だけ、まちの新しい可能性が拓かれることをまさに実感した日ともなりました。

先輩方が築き上げてくださったこの調布JCを、これからも時代の変化に惜しむことなくまっすぐ挑みつつ、まちの繁栄のために心い

っぱい向き合って参ります。ご参加してくださった皆様、そしてご協力してくださった皆様、本当にありがとうございました。感謝。
～This is Our Generation～ まち委員会　委員長　大庭健良

月例会「CHOFU Has No Borders! 
　　　　　    ～調布のみんな、ひとつになろうよ～」

10名ほどのメンバーで、6月よりコロナの様子を見ながら練習を

月に一度のペースで開催しています。(次回は8/31を予定してい

ます)9月17日(土)に他LOMとの交流とフットサルを楽しむ事を

目的に、飛田給ありますミズノフットサルパークにて調布JC主催

でフットサル大会を設ております。前回は調布チームは優勝した

実績がありますので、今回も連続で優勝できるように精進して参

ります。応援のほどどうぞよろしくお願い致します。

バタータ部長　中浜崇之

「バタータ」

調布メンバーのエールで始まった２日間のアカデミー合同宿泊研修。

午前中は国分寺労政会館にて、モデルのようにオシャレな宮田副会長による座学でした。16年間のJC生活の中での学びや、考

え方の本質を突いていて、入会したばかりの私達アカデミー生にとって、JCとの向き合い方を新しい角度から考えるとても良いき

っかけになりました。午後は西武園競輪場に移動し、競輪を再興するためのアイデアをチーム毎に別れて考えました。初めて出会

ったメンバーと、翌日までに再興するためのプレゼンを仕上げるという中 の々無茶振りな課題でしたが、各 が々得意な部分を活か

し、どの班も楽しみながら創り上げる事が出来ました。

アカデミー宿泊事業を通して、同塾だけでなく、年齢が近く刺激的な仲間と出会えた事に感謝と共に、これからも繋がりを強く、大

切にしていきたいと思いました。 アカデミー研修委員会　委員　小室七央

「アカデミー研修委員会」

じゃがいもクラブでは6月15日（水）によみうりゴルフ倶楽部に

て第2回じゃがいもクラブコンペを開催させて頂きました。

梅雨時ではございましたが、なんとか天気も持ち10組とたくさん

のシニアの先輩方、現役メンバーにご参加頂きまして誠にありが

とうございました。

シニアの皆様、現役メンバーの貴重な交流の場になったと感じ

ております。次回以降もどうぞよろしくお願いします。

じゃがいもクラブ部長　山田亮平

「じゃがいもクラブ」

第3回　  9月14日　富士桜
第4回　11月16日　武蔵丘


